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 ウェルビーの前期著作としてあげられるのは 1881 年に出版された Links and clues であり、ここ
では聖書の解釈について論じられている。彼女はそこで四つの解釈原理を打ち出しており、それは
（１）字義通りの意味、（２）高次と低次の原理、（３）文脈、（４）受肉の原理である。 
 第一の原理として「字義通りの意味」は、あくまで問題含みのものとして提起される。(Welby in 
Petrilli, : 87) 彼女は聖書の部分的な抜粋が全体として解釈不可能となってしまう例を挙げ、言語解
釈においてはたとえ一つ一つの単語に明確な定義が与えられていようとも、全体として解釈不可能に
陥る場合があることを示している。  
 さらに第二の原理「高次と低次の原理」について、ウェルビーは聖書で用いられる構文 ``It was 
said. . . but I say unto you." を例として用いながら、解釈にとって、古い解釈を単に棄却するのでな
く、それを拡張することで新たな解釈を生むというプロセスが重要であるということを論じた。解釈
においては低次の要素と高次の要素の止揚が重要な働きをもつのである。(Welby in Petrilli, : 87) 
 第三の原理「文脈」については、テキストの解釈には前の章や節、文章とのつながり、すなわち文
脈を適切に参照することが必要であることが述べられた。さらに彼女は、それがどこで始まりどこで











3-2. 後期思想―記号論 Significs と解釈の問題 
 ウェルビーの後期思想においては先にも述べた通り言語哲学的な関心が多くを占め、彼女の晩期著
作である What is Meaning ? においては彼女独自の記号論 Significs が論じられる。ここではこの
Significs 概念における記号の三分類 Sense, Meaning, Significance のそれぞれの内容を把握し、それ
らがどのように関係しているかを明らかにする。 
 What is Meaning ? でのウェルビーの目標は、言語学的な意味を超えて、すなわち歴史学的、文法
学的、語彙論的、音声学的な側面を超えて意味の概念をより広く捉えることであった。具体的には、
記号や言語の使用における心理的背景、文脈、意図、そして「暗黙の意味」、「意図しない意味」}とい
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(b)しかし感覚 Sense はそれ自体目的ではない。これは Meaning という語のもつ特質で
ある。この語は「伝えようと意図した」特定の意味のために用いられる。 
(c)Sense と Meaning を含んでいるものの、その範囲を超越し、ある出来事や経験の広
範囲にわたる結果、含意、最終的な結果や成果を包摂するものとして"Significance"とい
う用語が効果的に用いられる。 (Welby, 1911a : 79)  





周囲の状況や精神状態、関連性や談話全体 (Welby 1903 : 5) といった事柄が考慮された上で使用さ
れる言語をあらわす概念である。こうしたことからも分かるように、Sense はコミュニケーションに
おける聞き手側に焦点をあてる概念と言えよう。 





唆されるものであるかもしれない。[……] 言葉の Meaning とは、伝えようとされてい
る意図――使用者の意図なのである。 (Welby, 1903 : 5) 
ここでウェルビーが指摘するのは、Sense が「無意識のうちに、不本意にも示唆されてしまうもの」
であり、一方 Meaning は「意図的に伝えられるもの」であるということである。 
 続いて彼女があげるのは、第三項 Significance である。Significance は常に多様であり、その重要
性、私たちへの訴え、感情的な力、理想的な価値、道徳的な側面、その普遍的または少なくとも社会
的な範囲を表現することによって、その Meaning だけでなく、その Sense をも強める。 










析、主に Significs のうち Sense と Meaning に関する分析の展開を導いたと言える。字義通りの意味
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む。こうした分析により Significs における第一項 Sense が特徴づけられる。そしてさらに、「意図さ
れない、不本意ながら伝達される意味」と「使用者によって意図された意味」という区別によって
Sense とは区別される第二項 Meaning が論じられるのであった。 
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